
報告：シティライフ学部 3 年藤田虎流，富岡涼介

　

　シティライフ学部公認サークル「町おこし Tiger」は，2022 年 7 月 12 日（火）に，宇都宮駅

前のテナントビル「トナリエ宇都宮」1 階屋外イベントエリア「ララ・ポケット」にて，第二次

世界大戦中の宇都宮大空襲で亡くなられた方々への追悼イベント「宵まち宮灯ろう」を開催しま

した。このイベントは宇都宮市内の市民団体「ピースうつのみや」が，空襲の犠牲者の追悼のた

めに毎年宇都宮市内を流れる田川で「灯ろう」流しを行っていたものでしたが，今回私たちがそ

の意思を引き継いで，このイベントを行うプロジェクトメンバーを集め，新しい内容に変えて開

催しました。

　まず，開催に当たってはじめに本学の教員を通じて「ピースうつのみや」の現状を知ることか

ら始めました。その中で，「宇都宮で第二次世界大戦中に大空襲があったこと」，「現在高齢化に

より団体の活動が困難なこと」を知りました。そこで，私たちはピースうつのみやの大きな活動

であった「追悼イベント〜田川灯ろう流し〜」を私たちのアイデアでアレンジして，実施するこ

とにしました。

　次に，ピースうつのみやの主要メンバーの方々と直接お話しする機会をもちました。そこでわ

かったことは，「どうすれば子どもや若い世代に宇都宮大空襲があったことを伝えられるのか？」

ということが一番の課題だということでした。そこで，私たちと灯ろう作家の鎌田泰二さんなど

を中心として 3 つの項目にわけてイベントの内容を企画しました。

　まず 1 つ目に，「宵まち宮灯ろう」の会場に灯ろうを並べることにしました。子どもたちに宇

都宮空襲があったことや，平和について考えてもらうため，親子で灯ろうを作成してもらう「灯

ろう製作イベント」を 7 月 2 日に簗瀬地域コミュニティセンターで開催しました（写真 1）。小

学生 11 人が参加しました。参加した子どもたちからは，「地球が平和になりますように」，「ロシ

アが戦争しているからそれが終わってほしい」などの感想がありました。

　2 つ目に，「空襲体験者へ 10 代 ?30 代の 3 人が質問することで，子どもからその親や祖父母と

いう幅広い世代に伝わる」と考え，宵まち宮灯ろうの当日に質問コーナーを設けました。空襲体

験者として宇都宮市在住の大野幹夫さんにお越しいただき，10 〜 30 代として，共和大生 2 名，

そして都市経営アドバイザーの毛塚幹人さんが登壇しました。3 人から「宇都宮の人々の戦争へ

の思いは空襲を受ける前と後でどう変化しましたか？」などの質問をしました。これに対する回

答として，大野さんは「私たちは正義のための戦争をしていると思っていた。実際に自分の父が

亡くなってもお国のために務めたのだから誇らしいと感じただけで，悲しくなかった。これは今

思うと恐ろしいことだったと思う。」とお話しされていました（写真 2）。

宵まち宮灯ろう
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　3 つ目に，音楽です。「宵まち宮灯ろう」では，宇都宮市在住のプロのヴァイオリニストであ

る渡邊響子さんとエレクトーン奏者である井上智美さんに「平和」に関する追悼演奏をしていた

だきました。最近の曲も演奏していただき若者の心にもささる時間でした（写真 3）。また，宇

都宮市立東小学校を拠点に活動している「ひがし子ども和太鼓クラブ」にも演奏してもらい，「平

和」を音楽で奏でる機会をつくりました（写真 4）。

　さらに，このイベントについて周知し私たちの「発信力」を高めるため，学生がチラシやポス

ターを自ら作成しました（図 1）。イベント関係者の方々と協力して，チラシの配布やポスター

の掲示はもちろんのこと，テレビ・新聞取材やラジオ等のメディアに出演し，イベントの周知活

動を行いました。その結果として，当日は 50 名以上の来場がありました。

　最後に，本イベントに来場していた親子から次の感想をいただきました。子どもからは「やっ

ぱり戦争はやっては行けないと思ったし，戦争をやって家族とかがいなくなったらやっぱり悲し

いんじゃないかなと思った。」と話してくれました。親御さんからは「戦争を体験した方から直

接話を聞ける機会は本当にないので，重要な機会だなと思った。また，自分の娘自身の中で感じ

たことを大切に今後に繋げていってもらいたい。」とコメントをいただきました。本イベントと

通して「平和」について学ぶ良い機会になったと思います。

写真1　灯ろう制作の様子

写真3　渡邊響子氏・井上智美氏による演奏

写真2　大野幹夫氏への質問の様子

写真4　ひがし子ども和太鼓クラブの演奏
（写真はすべて町おこしTiger撮影）
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